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旧名 
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まつもと・たくおみ かなお・たくおみ 

 

福山商工会議所会頭（第５代）、福山瓦斯株式会社社長 

 

経 歴 

生：大正９年（１９２０年）６月１日、広島県沼隈郡赤坂村（現福山市赤坂町）生まれ 

昭和１３年（１９３８年） １７歳 広島県立福山誠之館中学校卒業 

－ － 山口高等商業学校卒業 

昭和１８年（１９４３年）９月 ２３歳 東京商科大学（現一橋大学）卒業 

昭和１８年（１９４３年）１０月 ２３歳 横浜正金銀行（現三菱東京 UFJ 銀行）入行 

昭和１９年（１９４４年）５月 ２３歳 松本家へ入籍 

昭和１９年（１９４４年）５月 ２３歳 山陽染工株式会社常任監査役 

昭和１９年（１９４４年）１２月 ２４歳 山陽染工株式会社代表取締役 

昭和２８年（１９５３年） ３０歳 アフリカ、ヨーロッパ、アメリカを周遊 

昭和３４年（１９５９年） ３６歳 ダイヤ石油株式会社社長 

昭和３６年（１９６１年）１月～ 

 昭和４２年（１９６７年） 

４０～ 

４７歳 
福山瓦斯株式会社社長 

昭和４０年（１９６５年）３月 ４４歳 山陽染工株式会社社長、中国紡織株式会社社長 

昭和４０年（１９６５年）５月～ 

 平成４年（１９９２年）５月 

４４～ 

７１歳 
広島県織染工業（協）理事長 

昭和４０年（１９６５年）７月 ４５歳 （社）発明協会広島県支部副支部長 

昭和４０年（１９６５年）１０月１日

～昭和４２年（１９６７年）４月２４

日 

４５～ 

４６歳 広島県教育委員会委員 

昭和４２年（１９６７年）７月 ４７歳 紺綬褒章（福山城再建に寄付） 

昭和４２年（１９６７年）９月 ４７歳 紺綬褒章（福山市社会福祉事業に寄付） 

昭和４２年（１９６７年）９月 ４７歳 紺綬褒章（福山市葦陽高等学校に寄付） 

昭和４５年（１９７０年）３月１３日

～昭和５２年（１９７７年）９月３０

日 

４９～ 

５７歳 広島県教育委員会委員 



昭和４６年（１９７１年）２月～ ５０歳

～ 
福山瓦斯株式会社社長 

昭和５１年（１９７６年）１１月 ５６歳 厚生大臣表彰（健康保険発展功績） 

昭和５２年（１９７７年）１０月 ５７歳 福山市固定資産評価審査委員会委員 

昭和５４年（１９７９年）４月～ 

 昭和６０年（１９８５年）５月 

５８～ 

６４歳 

広島県織物構造改善工業組合、広島県織物工業連合会

理事長 

昭和５６年（１９８１年） ６１歳 福山商工会議所副会頭 

昭和５６年（１９８１年）１１月 ６１歳 藍綬褒章（繊維染色事業発展功績） 

昭和５８年（１９８３年）８月 ６３歳 （財）備後地域地場産業振興センター副理事長 

昭和６０年（１９８５年）５月 ６４歳 広島県織物構造改善工業組合、広島県織物工業連合会

顧問 

平成元年（１９８９年）１２月 ６９歳 紺綬褒章（美術品購入資金を寄付） 

平成３年（１９９１年）６月 ７１歳 山陽染工株式会社会長 

平成３年（１９９１年）１１月～ 

 平成１６年（２００４年）１１月 

７１～ 

８４歳 
福山商工会議所会頭（第５代） 

平成３年（１９９１年）１１月 ７１歳 日本商工会議所議員 

平成３年（１９９１年）１１月 ７１歳 広島県商工会議所連合会副会頭 

平成３年（１９９１年）１１月 ７１歳 備後地域商工会議所会頭会議議長 

平成４年（１９９２年）７月～ 

 平成６年（１９９４年）６月 

７２～ 

７４歳 
国際ロータリー理事 

平成５年（１９９３年）７月～ 

 平成６年（１９９４年）６月 

７２～ 

７４歳 
国際ロータリー財務長 

平成６年（１９９４年）４月 ７３歳 福山市土地開発公社理事 

平成７年（１９９５年）５月 ７４歳 福山信用金庫会長 

平成８年（１９９６年）１月 ７５歳 株式会社エフエムふくやま会長 

平成８年（１９９６年）４月 ７５歳 通商産業大臣表彰（工業所有権制度功績） 

平成８年（１９９６年）６月 ７６歳 （社）福山市観光協会会長 

平成８年（１９９６年）６月 ７６歳 郵政大臣感謝状（簡易保険事業発展功績） 

平成８年（１９９６年）１０月 ７６歳 福鞆信用金庫（合併により改称）会長 

平成９年（１９９７年）１月 ７６歳 福山市都市計画審議会委員 

平成９年（１９９７年）１１月 ７７歳 勲三等瑞宝章（産業振興功労） 

平成１１年（１９９９年）２月 ７８歳 福山防衛協会会長 

平成１４年（２００２年） ８１歳 旧福山そごう跡地を福山市へ寄贈 

平成１５年（２００３年）１月 ８２歳 しまなみ信用金庫（合併により改称）非常勤理事 

平成１５年（２００３年）６月３０日 ８３歳 福山名誉市民 



平成１６年（２００４年）１１月 ８４歳 福山商工会議所名誉会頭 
 

 

生い立ちと学業、業績 

松本卓臣氏は大正９年（１９２０年）６月１日、広島県沼隈郡赤坂村(現福山市赤坂町)に生ま

れ、昭和１８年（１９４３年）９月東京商科大学商学部を卒業。 

 

昭和１８年（１９４３年）10 月から横浜正金銀行（現東京三菱銀行）に入行勤務した。 

昭和１９年（１９４４年）４月山陽染工株式会社の創立者松本末太郎氏の養嗣子となり、同年１２

月同社常務取締役に就任、弱冠２４才にして企業経営の枢機に加わり、戦中戦後の混乱期

を学生時代の陸上長距離選手として養われた不屈の精神と忍耐力をもって乗りきり、昭和４０

年（１９６５年）３月養父の跡を襲い同社代表取締役社長に就任した。 

平成３年（１９９１年）６月からは代表取締役会長に就任し、現在まで長きにわたり社業の発展

と染色整理業界のために尽力してきた。 

 

公益事業である福山瓦斯株式会社については、急逝した社長の後継者を巡って同社内で混

乱が生じ、半年以上も社長不在の状態にあったが、昭和３６年（１９６１年）１月会社存亡の危

機を救うには公正中立で実行力のある若手経営者が必要との考え方により、氏に白羽の矢が

立ち、代表取締役社長に就任した。 

すでに昭和２３年（１９４８年）２月中国紡織株式会社常務取締役、昭和２６年（１９５１年）７月内

外物産株式会社及び昭和３４年（１９５９年）４月ダイヤ石油株式会社の各代表取締役社長に

就任していた氏は、若年ながらもその豊富な経験を生かして時代の潮流を敏感に洞察し、矢

継ぎ早に改革に着手した。 

その後、昭和４２年（１９６７年）８月同社代表取締役社長を一時退任したが昭和４６年（１９７１

年）２月復帰し現在に至っており、積極的な経営方針と非凡な経営手腕により飛躍的に業績

を伸ばし、エネルギーの安定供給を通じて地域に貢献している。 

また、平成７年（１９９５年）５月福山信用金庫会長に就任し同金庫の再建に着手し、平成８年

（１９９６年）１０月には鞆信用金庫との合併を成し遂げ福鞆信用金庫会長に就任した。 

 

氏の商工会議所における経歴は、昭和４０年（１９６５年）３月福山商工会議所議員となり昭和

４３年（１９６８年）３月常議員に就任し、昭和５６年（１９８１年）３月からは副会頭としてよく会頭を

補佐して商工会議所事業・運営全般に携わり、平成３年（１９９１年）１１月推されて会頭に就

任、商業近代化実施計画の策定、空き店舗対策など商工会議所事業を積極的に推進してき

た。 

その間、昭和４３年（１９６８年）３月からは１５年間にわたり商工会議所貿易委員会委員長を務

め、貿易の振興と発展に取り組んだ結果、福山港における入港隻数は飛躍的に増加し、現在

では広島県内では広島港を抜いて県内第１位、中国四国地方でも下関港、水島港に次いで

第３位となるに至った。 

昭和５１年（１９７６年）９月竣工をみるに至った地域の商工業者の拠点である商工会議所会館



建設についても、会館建設計画副本部長として本部長を補佐して活躍、用地の確保、会館建

設計画、募金活動などに率先して従事し事業を成功裡に導く原動力となった。 

昭和５８年（１９８３年）４月には小企業等経営改善資金審査委員会委員長に就任し、小規模

事業者の育成や活動の支援を行った。 

 

また、氏の関係団体における経歴としては昭和４０年（１９６５年）５月日本染色協会理事、広島

県織染工業協同組合理事長、昭和４４年（１９６９年）６月社団法人日本染色協会常任理事に

就任し、昭和５４年（１９７９年）６月には広島県織物構造改善工業組合理事長に就任するな

ど、当時の厳しい繊維産業界において地方及び中央の繊維構造改善事業等に尽カした。 

また、社団法人発明協会の評議員を昭和５５年（１９８０年）６月から現在まで、継続して就任

し、工業所有権制度の推進等に尽力している。 

更に、昭和５６年（１９８１年）５月、氏は地域の発展は特色ある事業の推進が不可欠であるとの

信念のもとに福山地方産業デザイン振興協会(後せとうちデザイン振興会に改称)を結成し、

自ら会長に就任し地方デザインの積極的な振興を図っている。 

このほか、昭和５５年（１９８０年）３月広島県中小企業団体中央会副会長、昭和５６年（１９８１

年）５月日本経営者団体連盟理事、昭和５７年（１９８２年）４月社団法人福山法人会副会長、

昭和６３年（１９８８年）４月福山労働基準協会会長などを歴任し、地方産業の育成発展に大き

く貢献している。 

昭和６２年（１９８７年）４月第３セクターの株式会社ふくやまテレコム設立に参画、取締役に就

任、平成６年（１９９４年）６月からは同社代表取締役社長に就任し、情報処理事業に取り組ん

だ。 

平成８年（１９９６年）１月には株式会社エフエムふくやまを設立し代表取締役会長に就任、同

年８月に開局したコミュニティエフエム局は、地域に密着した情報提供を行い多数の市民から

支持されている。 

更に、平成５年（１９９３年）３月、創設された福山市大規模事業推進協議会の募金委員会委

員長に就任、福山市が建設を予定していた芸術文化ホールや屋内競技場、大学設置等のい

わゆる大規模事業に対する募金活動を行い、現在までに実に２６億円余の申し込みを受ける

に至った。 

 

氏の公職歴としては、昭和４０年（１９６５年）１０月から広島県教育委員を通算９年間務め、戦

後のいわゆるベビーブームの中で、高校在籍生徒数の急増が見込まれた昭和５０年代後半

からの学校教育の在り方を検討し、昭和４６年（１９７１年）の広島県長期教育計画策定に大き

な役割を果たした。 

また、昭和５２年（１９７７年）１０月から福山市固定資産評価審査委員会委員、平成６年（１９９４

年）４月から福山市土地開発公社理事、平成９年（１９９７年）１月から福山市都市計画審議会

委員にそれぞれ就任し、地方行政の推進に寄与している。 

 

氏は、福山ロータリークラブが設立された昭和２８年（１９５３年）以来ロータリー活動に参加し、

第２６９地区ガバナーも務め、平成４年（１９９２年）７月から２年間は国際大会での全クラブの選

挙によって国際ロータリー理事に選任された。 

この時日本から選出された理事はただ１名のみであり、昭和元年（１９２６年）の日本からの初

の理事就任年から数えて１９人目という快挙であった。 



しかも平成５年（１９９３年）７月から１年間は理事の互選により財務長に選ばれ、財務委員会の

委員を務め、事務総長の財務運営状況を監督し国際大会で年次報告を行った。 

なお、財務長は日本人としては初のポストであり、氏のボランティア精神の高さと国際感覚の

素晴らしさ、それに財務や経理にも精通している経歴が大きくものをいったことになる。 

 

また、氏はその他においても昭和４０年（１９６５年）６月から現在まで財団法人松本育英会理

事長として奨学資金貸与事業を継続して実施してきており、その貸与累計額は１億４千５百万

円余に達している。 

また、学校法人福山大学の設立にも参画し、昭和５１年（１９７６年）４月同大学評議員となり、

平成３年（１９９１年）４月からは理事に就任して現在に至っている。 

昭和４４年（１９６９年）１２月福山防衛協会を結成し、平成３年（１９９１年）２月から副会長の要

職に就き防衛思想の普及に尽力している。 

 

平成１４年（２００２年）旧福山そごう跡地を市に無償提供するなど、産業の振興や地域の活性

化にも貢献。 

 

このように、氏はまれにみる優れた指導力を発揮して常に商工業の振興発展に情熱を傾け、

経済界はもとより、地域社会から絶大なる信頼と敬愛を博している。 
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